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★町の人口★ 人口10,160ぐ十 6）男4,827G 2）女5,333(i 4）世帯合計3,451 (t D 平成元年2月末日現在1 ）は前月との比較てす 
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(3) 
(2) 

労 働 費 

766,687千円 

議 会 費 I 総 務 費 

349,526千円鼻 等’, 8.2% 

正 

76,447千円 1.8% 

地方自治法219条2項の規定 
により平成元年度予算の概 

要を公表する 
赤池町長 日野喜美男 

一般会計予算（42億7,302 痕千刊決まる 
育IJ年比4,3％増＝＝ニ 

農林水産 

業 費 

101,923千円 

2.4% 

商 工 費 

6,253千円 

本年度一般会計当初予算が3 月 

定例町議会で可決されました。 

元年度は消費税関連対策事業を 

含めて先送りとした当初予算の編 

成で内容的には骨格予算となって 

います。特に予算面での経費にて） 

いては補助金等の確かなもので実 

施可能なものを主として取り上げ 

て編成しています。 

本町の予算編成方針は依然とし 

て累積した多額の借金を抱いてお 

り財政構造の健全化をはかること 

ガ最重要とされ、従来以上に経費 

の節減と分配に徹した財政運営を 

行うことを基本としています。 

予算総額は42億7,302万円で対 

前年度伸率4.3％増。歳入では、 

地方交付税、国、県支出金などの 

依存財源が75.8％を占めています。 

歳出では人件費や扶助費、公債費 

などの義務的経費が47.0%、特に 

地方債の元利償還に支出される公 

債費は22.8％と高い数値になって 

います。 

このような厳しい財政環境を十 

分認識し、従来以上に更に経費の 

徹底した節減を行い、歳出規模を 

厳しく抑制し、限られた財源の中 

で財政健全計画化にそった予算執 

行を行います。 

★地方債（借り入れ金）の現在高 （単位】千円 1内は全休に占める割合 く4土円全．台」」月全 末 

径甫斡 芋薮菊など ま 
nI“ハnハで,「,つ／』 nn ノ、 ヒ」 
乙1 0 (0 )Jドハ4・0ス）ノ’ 主 

☆平成元年度歳入予算の内訳 

財産収入 
地方譲与税 8,022万円 
自動車取得 
税交付金など 

8,412万円 
(2.0%) 

区 分 63年度末 
現在高（見込） 

宋
 

度
高
 

年
在
 

62
 

一般公共事業債 981,770 988,212 

一般単独事業債 18,091 21,572 

公営住宅建設事業債 410,493 420,517 

義務教育施設整備事業債J 132,785 140,371 

災 害 復 旧 債 39,045 47,379 

厚生福祉施設整備事業債 21,140 24,672 

過疎対策事、業債 384,585 418,946 

地域改善対策事業債 2,114,791 2,330,881 

財 源 対 策J 債 552,552 600,568 

県 貸 付 金 1,043,558 1, 154,789 

一般廃棄物処理事業債 31,160 31,800 

163,800 

147,200 

調 整 債 233,800 

臨時財政特例債 210,100 

’ ソ 計J 6,173,870 6,490,707 

シ
 

器 町 税3億3,564万円（7.9%) 事 

諸収入4億1,027万円（9.6%) 

依
存
財
源
l
W
 

国庫支出金 
6億433万円 
(14.1%) 

地方交付税 
19億6,319万円（45.9%) 

県支出金 
(7.9%) 

3億3,779万円 

町債（5.9%) 
2億5,070万円 

★項目別歳出予算の概要★ 

★職員平均給料月額と平均年齢 
（特別会計職員を除く） 

0.1% 

区 分 行政職 労務職 

平成元年 

4 月1日現在 

平均給料月額円 260,600 218,600 

平均給与月訓I・ 289,100 237,600 

平均年齢岡 41.2 42.3 

昭和63年 

4月1日現在 

平均給料月額糾 249,600 209,400 

平均給与月額『’ 275,700 226,500 

平均年齢濁 40.7 43.3 

■商 工 費 商工業の振興や観光事業に 

使われるお金です。町内の街灯電気代、商工 

会助成金などの経費です。 

■土 木 費 道路の維持補修のほか改良 

工事や町営住宅の維持、管理などに使われま 

す0 

■消 防 費 みなさんの安全を守る経費 

に使われます。消防団員の報酬、防犯灯の設 

置、田川地区消防組合の負担金などに支出さ 

れます。 

■教 育 費 3 校の運営費や青少年、子 

ども会活動などの経費、公民館活動や各種ス 

ポーツ大会の経費ならびに総合グラウンドや 

体育館などの運動施設の維持管理費などに充 

てられます。今年度中学校校舎の改造工事が 

行われます。 

■公 債 費 いろいろな事業をするため 

に、大蔵省や郵政省などから借りたお金の元 

金、利子の償還に使われます。赤池町は大変 

高い公債費比率となっており、町財政を圧迫 

しています。 

■諸支出金 発公社に対する貸付金で 

す。 

■繰上充用金 前年度の歳入不足に充てた 

お金です。 

■議 会 費 みなさんが選んだ議員さん 

の活動に要するお金です。報酬、調査研究費 

議員共済掛金、議長会などの負担金などに使 

われます。 

■総 務 費 庁舎内の一般管理、交通安 

全対策費、公有財産管理費、住民基本台帳な 

どの窓口業務、徴税費、選挙関係費用などに 

使われます。 

■民 生 費 みなさんの福祉に関する経 

費に使われます。児童福祉や老人医療、国民 

年金事務費や隣保館運営費、産炭地振興の活 

動助成金などに使われます。 

■衛 生 費 きれいな環境づくりとみな 

さんの健康づくりの経費に使われます。赤ち 

ゃん検診、ガン検診、田川地区伝染病組合、 

斉場組合などの負担金、し尿処理などの清掃 

費などに使われます。 

■労 働 費 失業対策事業等に使われる 

お金です。雇用対策と同時に地域に密着した 

町づくりに大きな役割を果たしています。開 

就事業では、赤池工場団地の整備など、特開 

事業では道路の舗装工事などが行われます。 

■農林水産業費 農林、水産業の振興経費に 

使われます。かんがい施設の維持経費や農道、 

溜池、水路等の補修工事、ほかに国土調査費、 

農業委員会経費などです。 

が
 

繰上充用金 

そ の 他 

330,565千円 

7.7% 

諸支出金 

22,184千円 

0.5% 

公 債 費 

973,616千円 

430,380千円4 t L縄三 10.1% 167,004千円，、‘ f3 .9% 



(5) (4) 
ふれあいと 
文化の町をめざして 

赤池町制印周年 

▼いつも心にメロディーを、3月26日「ふれあいコンサート」 

▲昨年行われた童謡まつり 

が” 

す
 

議会だより 

平
成
元
年
第
二
回
三
月
定
例
町
議
会
は
三
月
十
三
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
十
六
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
o
 

一
般
会
計
、
上
水
道
事
業
、
国
民
健
康
保
健
な
ど
の
予
算
、
赤
池
町
税
条
例
な
ど
の
条
例
改
正
や
制
定
、
教
育
 

委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
、
合
計
二
十
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
初
日
の
十
三
日
、
日
野
町
長
は
正
成
元
年
度
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
を
「
本
年
度
は
過
去
に
な
い
財
政
状
 

況
の
中
で
行
政
に
対
す
る
住
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
主
再
建
は
赤
字
 

再
建
団
体
以
上
の
自
助
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
自
主
再
建
の
認
識
と
理
解
な
く
し
て
、
こ
の
瀬
戸
際
か
ら
抜
け
出
 

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
事
態
を
深
刻
に
受
け
と
め
、
い
ま
ま
で
以
上
に
連
係
を
密
に
し
、
施
策
の
見
直
し
 

を
行
い
、
町
全
体
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、
健
全
化
へ
の
な
お
一
層
の
努
力
を
不
退
転
の
決
意
で
行
っ
て
い
き
ま
す
」
 

と
表
明
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
請
情
、
請
願
、
 
一
般
質
問
な
ど
、
多
数
の
事
項
を
審
議
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

予
 

算
 

い
ず
れ
も
「
平
成
元
年
度
予
算
」
 
で
 

。
 

〇
赤
池
町
一
般
会
計
予
算
 

⑨
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
 

特
別
会
計
予
算
 

＠
赤
池
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
 

＠
赤
池
町
国
民
健
康
保
健
事
業
勘
定
特
 

別
会
計
予
算
 

＠
赤
池
町
上
水
道
事
業
会
計
予
算
 

〇
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
別
会
計
予
算
 

※
以
上
の
予
算
に
つ
い
て
は
前
ヘ
ー
ジ
及
表
参
照
。
 

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
 

⑨
赤
池
町
支
所
及
び
駐
在
設
置
条
例
の
 

一
部
を
改
政
す
る
条
例
‘
 

⑥
赤
池
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
 

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
 

定
‘
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
昭
和
六
 

十
三
年
四
月
に
改
定
し
ま
し
た
が
、
近
 

隣
市
町
村
と
の
均
衝
を
は
か
る
た
め
、
 

四
月
一
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
「
消
費
税
の
公
共
料
金
の
転
嫁
に
反
 

対
す
る
決
議
」
閑
の
提
出
‘
決
議
 

一 

般
 
質
 
間
 

岡
赤
池
町
の
住
民
で
、
町
行
政
の
福
祉
 

施
策
の
網
の
目
か
ら
落
ち
て
い
く
人
は
 

数
多
く
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
を
救
い
、
 

町
民
の
一
人
た
り
と
も
不
幸
を
見
逃
が
 

さ
な
い
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
町
づ
 

く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

周
行
政
と
し
て
も
っ
と
き
め
細
や
か
な
 

会 計 予 算 額 
対前年 

伸率（吋 

住宅新築資金等貸付 
事業特別会計 3億2,1雛万円 4,0 

国民健康保険事業 
勘定特別会計 6億1,796万円 8,2 

老人保健特別会計 6億8,072万円 1,3 

上水道事業特別会計 2億1,067万円 t58,7 

町立病院事業特別会計 7億0,833万円 A1 ,0 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
‘
改
正
の
主
な
も
の
は
 

個
人
住
民
税
の
税
率
の
累
進
度
の
緩
和
 

を
図
る
た
め
、
所
得
割
の
税
率
を
七
段
 

階
か
ら
改
め
た
こ
と
、
又
、
消
費
税
の
 

創
設
に
よ
り
 
「
た
ば
こ
消
費
税
」
を
「
 

た
ば
こ
税
」
に
名
称
を
改
め
課
税
方
式
 

が
 
「
従
価
制
、
従
量
制
」
 
か
ら
 
「
従
量
 

税
方
式
」
に
改
め
た
こ
と
、
そ
し
て
電
 

気
税
、
木
材
引
取
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
 

と
な
ど
で
す
。
 

、

1

 

) 

施
策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
自
戒
し
て
 

い
ま
す
。
住
民
の
方
一
人
で
も
こ
ぼ
れ
 

な
い
よ
う
に
、
気
配
り
、
心
く
ば
り
の
 

行
き
と
ど
い
た
行
政
を
確
立
す
る
た
め
 

原
点
に
立
ち
か
え
っ
て
、
地
域
づ
く
り
 

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

周
公
共
料
金
へ
の
消
費
税
を
課
税
し
な
 

い
よ
う
求
め
ま
す
。
 

圏
昨
年
の
十
二
月
に
国
会
で
成
立
し
た
 

消
費
税
を
、
今
年
の
四
月
か
ら
実
施
し
 

て
い
く
の
は
、
非
常
に
困
難
だ
と
言
わ
 

⑥
赤
池
町
営
住
宅
家
賃
徴
収
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
昭
和
 

六
十
三
年
度
新
規
に
建
設
し
ま
し
た
大
 

谷
団
地
の
家
賃
を
定
め
ま
し
た
。
 

⑥
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
赤
池
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の
制
 

定
 

⑥
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
 

以
上
三
件
の
条
例
は
土
曜
閉
庁
方
式
に
 

よ
る
四
週
六
休
制
度
の
導
入
に
よ
る
職
 

員
の
勤
務
時
間
や
、
給
与
、
赤
池
町
の
 

休
日
を
定
め
る
条
例
を
制
定
し
た
も
の
 

で
、
土
曜
閉
庁
方
式
の
実
施
時
期
は
、
 

六
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

擁
・
正
 
予
 
算
 

⑨
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
七
千
二
百
五
十
万
四
千
 

円
を
減
額
補
正
、
ま
た
地
方
交
付
税
な
 

ど
の
最
終
決
定
に
よ
る
増
額
分
四
千
七
 

百
五
十
七
万
一
千
円
を
追
加
補
正
し
、
 

予
算
総
額
が
四
十
五
億
三
千
八
百
六
十
 

ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
後
消
費
税
の
転
 

嫁
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
住
 

民
の
方
や
、
議
会
の
み
な
さ
ん
の
意
見
 

を
聞
き
な
が
ら
対
処
し
ま
す
。
 

岡
町
職
員
の
現
業
職
か
ら
一
般
行
政
職
 

へ
の
登
用
す
る
試
験
を
導
入
し
て
は
ど
 

う
で
し
ょ
う
か
。
 

圏
今
日
ま
で
の
公
務
員
と
い
う
の
は
、
 

ミ
ス
を
し
な
け
れ
ば
い
い
と
い
う
消
極
 

的
な
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
 

在
職
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
 

七
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の
 

主
な
も
の
は
八
幡
免
ー
塚
坊
線
道
路
改
 

良
舗
装
工
事
及
び
猿
田
橋
改
良
工
事
の
 

次
年
度
繰
越
変
更
な
ど
で
歳
出
の
主
な
 

も
の
は
、
減
債
基
金
の
積
立
金
と
し
て
 

四
千
四
百
三
十
九
万
三
千
円
な
ど
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

‘
七
百
五
十
八
万
六
千
円
を
減
額
補
正
 

し
五
億
七
千
百
十
五
万
九
千
円
と
な
り
 

ま
し
た
。
内
容
は
一
般
補
保
険
者
療
養
 

給
付
費
で
当
初
見
込
み
よ
り
医
療
費
が
 

下
が
っ
た
た
め
、
二
千
万
円
の
減
額
、
 

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
が
不
足
す
る
 

た
め
一
千
八
十
一
万
四
千
円
を
追
加
し
 

た
も
の
で
す
。
 

⑨
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
機
械
購
入
 

費
と
し
て
五
百
二
十
二
万
九
千
円
を
補
 

正
し
ま
し
た
。
 

認
定
・
変
更
協
議
 

⑨
町
道
路
線
の
認
定
‘
今
回
、
六
路
線
 

の
町
道
を
認
定
し
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
過
疎
計
画
の
一
部
を
変
更
し
 

ま
し
た
。
 j

 

町
の
方
向
づ
け
の
で
き
る
職
員
で
す
。
 

今
後
こ
の
よ
う
な
や
る
気
の
あ
る
職
員
 

に
す
る
た
め
考
え
て
い
き
た
い
。
 

し
か
し
な
が
ら
質
問
の
あ
っ
た
現
業
 

職
か
ら
一
般
職
へ
の
登
用
と
い
う
の
は
 

採
用
の
時
点
で
は
っ
き
り
さ
れ
た
も
の
 

で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
 

で
い
く
か
の
問
題
は
残
る
も
の
の
、
現
 

時
点
で
登
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
 

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
 

昨
年
、
赤
池
町
は
町
制
施
行
五
十
周
 

年
を
迎
え
“
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
年
”
 

を
見
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
 

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
住
民
の
み
な
さ
ん
方
に
は
 

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
に
 

た
え
ま
せ
ん
。
 

昨
年
作
り
上
げ
た
も
の
を
、
 
一
年
限
 

り
で
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
に
つ
 

な
げ
て
い
く
た
め
、
赤
池
町
に
住
む
全
 

て
の
人
々
の
力
を
結
集
し
、
そ
の
力
を
 

ー
つ
に
し
て
「
誇
れ
る
ま
ち
」
「
住
み
た
 

＠
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
 

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
 

議
‘
一
部
事
務
組
合
か
ら
の
加
入
の
申
 

し
出
に
よ
り
、
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
 

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
の
協
議
o
 

選
 
任
・
推
せ
ん
 

⑨
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
‘
現
委
員
の
上
村
勲
氏
 

の
任
期
が
四
月
一
日
付
で
満
了
と
な
る
 

た
め
再
任
す
る
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
‘
 

現
委
員
の
高
林
晴
美
氏
の
任
期
が
三
 

月
三
十
一
日
付
で
満
了
と
な
る
た
め
、
 

再
任
す
る
も
の
で
す
。
 

⑨
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
‘
複
雑
多
 

様
化
す
る
人
権
問
題
に
適
切
に
対
処
 

す
る
た
め
新
た
に
大
田
和
男
氏
を
推
せ
 

ん
し
ま
し
た
。
 

報
告
・
講
願
》
陳
情
・
決
議
 

＠
昭
和
六
十
三
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
‘
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
 

三
日
ま
で
の
十
六
日
間
に
亘
り
、
六
十
 

三
年
度
の
予
算
執
行
監
査
が
実
施
さ
れ
 

た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
平
成
元
年
度
保
育
関
係
赤
池
町
予
算
 

に
対
す
る
陳
情
書
‘
採
択
 

⑨
第
二
十
三
支
所
南
町
集
会
所
新
築
に
 

関
す
る
請
願
‘
産
建
委
員
会
に
付
択
 

⑨
「
国
庫
補
助
負
担
率
の
完
全
復
元
を
 

求
め
る
意
見
書
閑
」
の
提
出
‘
採
択
 

⑨
「
青
少
年
非
行
防
止
官
喜
『
に
関
す
る
 

決
議
」
閑
の
提
出
‘
決
議
 

×
 

⑩
 

通
故
 

交
事
 

ト日時=4 月17日同'5 月15日同 

午前9時から午後4 時 

ト場所一田JIl市役所、田川市市民 

相談係合44-2000 

（内線108) 
 ノ ×

 

く
な
る
ま
ち
」
 
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
 

高
齢
化
社
会
、
国
際
化
社
会
、
情
報
 

化
社
会
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
 

会
の
中
で
、
変
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
 

す
れ
ば
 
「
人
の
心
」
 
こ
そ
唯
一
の
も
の
 

だ
と
思
い
ま
す
。
 

「
心
」
の
中
に
流
れ
て
い
る
暖
か
い
 

も
の
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
又
、
 

さ
ら
に
豊
か
に
は
ぐ
く
ん
で
い
く
た
め
、
 

住
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
気
持
 

の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
町
 

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
一
年
間
様
々
な
催
し
物
の
企
画
 

立
案
、
又
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
 

そ
し
て
、
そ
の
事
を
暖
か
い
目
で
見
つ
 

め
て
下
さ
っ
た
全
て
の
町
民
の
方
に
改
 

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
今
年
も
昨
年
同
様
、
力
や
智
 

恵
を
お
貸
し
下
さ
い
。
 

婦人週間一10日～16日（労働省） 地価公示普及月間-1日～30日（国土庁） 



人
の
子
も
我
が
子
と
同
じ
地
域
の
子
 

ー
 
間
な
ら
み
ん
な
で
な
く
そ
う
知
ら
ぬ
ふ
り
ー
 

m
 

「
子
ど
も
を
家
庭
で
、
地
域
で
、
学
校
で
健
全
に
育
成
し
ょ
う
」
を
合
 

帥
 
言
葉
に
町
補
導
員
連
絡
会
（
日
野
茂
春
会
長
）
は
年
間
を
通
じ
様
々
な
活
 

m
 
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
3
月
 16 

日
、
最
終
の
連
絡
会
議
が
行
わ
れ
、
 

川
 
活
動
反
省
や
地
域
の
現
況
報
告
を
中
心
に
熱
心
な
意
見
が
交
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
終
会
議
で
は
、
昨
年
度
に
起
っ
た
 

数
々
の
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
 

交
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
 
63 

年
度
の
重
 

点
目
標
で
あ
っ
た
 
「
地
域
で
の
健
全
育
 

成
策
を
確
立
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
事
が
 

推
進
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
子
ど
も
は
 

家
庭
で
は
過
保
護
に
、
地
域
で
は
無
関
 

心
に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
非
行
 

化
の
誘
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
 

町補導連 

自
転
車
の
2

人
乗
り
を
始
め
無
謀
運
転
、
 

夜
間
俳
個
、
不
健
全
娯
楽
等
、
大
人
が
 

厳
し
く
注
意
を
し
、
良
い
手
本
を
示
す
 

と
い
う
大
人
側
の
課
題
も
論
議
さ
れ
ま
 

し
た
。
各
団
体
の
相
互
の
連
携
や
協
力
 

に
あ
っ
て
は
、
各
々
が
目
標
を
掲
げ
、
 

独
自
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
点
 

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
後
は
、
日
 

常
的
に
連
携
で
き
る
体
制
の
確
立
と
、
 

地
区
公
民
館
を
中
心
と
し
た
地
域
内
で
 

の
声
か
け
や
あ
い
さ
つ
運
動
等
の
展
開
 

が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
意
見
と
し
て
出
 

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
隣
の
子
も
我
 

が
子
と
同
じ
よ
う
に
育
て
る
地
域
づ
く
 

り
の
取
り
組
み
が
全
町
的
に
必
要
だ
と
 

協
議
さ
れ
終
わ
り
ま
し
た
。
 

【昨年の補導連会議より】 

● 
【・ 

各
地
区
で
親
 

9
支、 

田
，
h
】。 

と
子
の
集
い
 
緑
ケ
丘
、
 

ガ

ま

 
14
 

支
の
子
ど
も
会
育
成
会
 

わ
以
 で
は
、
年
度
の
最
後
を
か
 

ざ
り
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
9
 

支
、
緑
ケ
丘
は
勤
体
を
利
用
し
て
の
軽
 

ス
ポ
ー
ツ
、
 
14
 

支
所
は
力
丸
ス
ケ
ー
ト
 

場
な
ど
、
た
の
し
い
春
の
一
日
、
親
子
 

で
 
「
い
い
汗
」
 
を
流
し
た
。
あ
な
た
の
 

地
域
で
も
い
か
が
で
す
か
。
 

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
 12 

支
所
 

12 

支
所
 

公
民
館
（
仲
島
利
昭
館
長
）
で
は
、
3
 

ケ
月
に
一
度
、
地
域
内
を
中
心
に
清
掃
 

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
自
分
の
街
は
自
 

分
た
ち
で
と
、
2
年
前
か
ら
行
っ
て
い
 

る
も
の
で
、
今
回
も
、
地
域
の
人
が
数
 

剣
道
部
 
練
習
日
時
ー
毎
週
火
・
木
曜
 

日
午
後
5
時
 

土
曜
日
午
後
4

時
半
 

練
習
場
所
ー
町
民
会
館
 
経
費
ー
入
会
 

金
千
円
 
会
費
囲
千
5
百
円
 
保
険
料
 

3
百
 50
 

円
 
対
象
ー
小
学
1
年
以
上
（
 

男
・
女
）
 

入
部
申
し
込
み
1
4

月
 22
 

日
午
後
5
時
、
町
民
会
館
集
合
 

バ
ド
I
I
、
ン
ト
ン
部
 

練
習
日
時
l
毎
週
 

月
・
金
曜
日
午
後
6

時
 

練
習
場
所
 

廿
町
民
会
館
 
会
費
廿
囲
5
千
円
 

対
 

象
廿
小
学
4
年
以
上
（
男
・
女
）
 

入
 

部
申
し
込
み
1
4

月
 28 

日
国
午
後
6

時
 

町
民
会
館
集
合
。
 

サ
ッ
カ
ー
部
 
練
習
日
時
ー
毎
週
水
・
 

金
曜
日
午
後
5
時
 
日
曜
日
午
前
9
時、 

練
習
場
所
廿
市
場
小
G
 

経
費
ー
入
会
 

●
六
曜
に
つ
い
て
 

六
曜
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
月
 

号
で
掲
載
し
ま
し
た
が
、
六
曜
と
言
っ
 

て
も
何
ん
の
事
か
知
ら
な
く
て
も
 
「大 

安」 

「
友
引
」
 

「
仏
滅
」
 
と
言
え
ば
、
 

「
あ
あ
、
そ
の
こ
と
か
」
 
と
気
づ
か
れ
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

六
曜
は
、
先
勝
、
友
引
、
先
負
、
仏
 

滅
、
大
安
、
赤
口
の
六
つ
か
ら
な
り
、
 

月
の
一
日
か
ら
先
勝
、
友
引
 

の
順
 

で
く
り
返
え
し
て
い
ま
す
。
 

（
一
月
か
 

？
 
ら
の
初
日
の
配
例
は
先
月
号
で
掲
載
し
 

【I く
 
て
い
ま
す
の
で
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
 

多
く
参
加
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
汗
を
な
 

が
し
た
。
 

九
州
青
年
の
船
 

九
州
各
県
の
青
 

団

員

募

 集
 

年
が
、
中
華
人
民
 

共
和
国
（
天
津
、
北
京
、
大
連
）
の
各
 

都
市
を
た
ず
ね
、
中
国
の
青
年
と
交
流
 

を
目
的
と
し
ま
す
。
 

【
日
程
】
H
元
年
8
月
 27 

日
1
9

月
7
 

日
（
 12 

日
間
）
 

【
資
格
】
満
 20 

才
以
上
 30 

才
未
満
の
男
 

女
（
4
月
1

日
現
在
）
 

【
費
用
】
 

【
締
切
】
 

7
万
3
千
円
 

5
月
 13 

日
ま
で
。
問
合
せ
、
 

申
し
込
み
は
町
教
育
委
員
会
丑
巴
呂
。
 

青
年
女
子
バ
レ
ー
部
 

赤
池
中
 

15 

年
の
歴
史
を
と
じ
る
 
バ
レ
ー
部
 

0
G
を
中
心
に
、
 
15 

年
前
、
青
年
女
子
 

} 

金
千
円
 
会
費
同
千
円
 
対
象
ー
小
学
 

4
年
以
上
男
子
 
入
部
申
し
込
み
ー
随
 

時
練
習
場
所
で
受
付
け
。
 

空
手
部
 
練
習
日
時
ー
毎
週
月
・
金
曜
 

日
午
後
7
時
 

新入部員募集 

場
所
ー
勤
労
者
体
育
 

館
 
会
費
l
回
2
千
円
 
対
象
ー
小
学
 

1
年
以
上
（
男
・
女
）
入
部
申
し
込
み
 

1
4

月
 21 

日
午
後
7
時
勤
労
者
体
育
館
。
 

い
。
）
そ
れ
ぞ
れ
が
昔
か
ら
の
言
い
伝
 

え
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
 

ま
す
。
 

せ
ん
し
ょ
う
 

⑨
先
勝
（
せ
ん
か
ち
・
せ
ん
か
つ
）
 

先
勝
日
の
略
。
何
事
も
、
朝
か
ら
昼
 

ま
で
が
よ
く
、
自
分
の
方
か
ら
事
を
 

始
め
れ
ば
吉
。
午
後
は
凶
。
 

と
も
び
き
 

⑥
友
引
 
友
引
日
の
略
。
何
事
も
引
き
 

分
け
で
勝
負
が
つ
か
な
い
日
と
い
わ
 

れ
、
朝
晩
は
吉
で
正
午
だ
け
が
凶
。
 

も
と
も
と
「
友
引
」
と
は
「
相
打
ち
 

共
引
き
と
し
、
勝
な
し
と
知
る
べ
し
」
 

と
い
う
意
味
で
 
「
引
き
合
け
」
 
と
い
 

バ
レ
ー
部
を
結
成
し
、
幾
度
か
解
散
の
 

危
機
を
乗
り
越
え
て
来
た
が
、
そ
の
後
 

結
婚
や
後
継
者
不
足
な
が
ら
現
在
ま
で
 

細
々
と
高
校
生
な
ど
を
募
集
し
て
、
穴
 

う
め
を
し
な
が
ら
や
っ
て
来
た
が
、
遂
 

に
 15 

年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
 

た
。
こ
の
間
、
県
大
会
出
場
な
ど
数
々
 

の
戦
績
を
残
し
た
。
 

ま
た
近
い
将
来
、
こ
の
伝
統
の
火
を
 

灯
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
 

体
協
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
 
3
月
 11
 

こ
ど
も
達
と
初
の
交
流
 
日
市
場
小
 

（
宮
崎
憲
一
校
長
）
の
こ
ど
も
達
が
、
 

ク
ラ
ブ
活
動
で
日
頃
鍛
え
た
ス
テ
ッ
ク
 

で
、
G
B

連
と
初
め
て
交
流
し
た
。
結
 

果
は
、
G
B
連
の
技
あ
り
、
週
一
回
と
 

毎
日
の
練
習
の
違
い
が
出
た
。
 

試
合
後
は
、
連
盟
の
皆
さ
ん
に
技
術
 

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
楽
し
い
交
流
が
 

行
な
わ
れ
た
。
 

～ザい二、 

[G,Bと楽しく交流する児童】 

古
処
山
に
行
き
ま
せ
ん
か
 

郡
体
 

郡
登
山
会
4
月
 23 

日
開
催
 
育
振
興
 

協
会
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
体
力
 

づ
く
り
を
目
的
に
、
登
山
会
を
開
催
し
 

ま
す
。
日
程
は
7
時
 30 

分
川
崎
町
役
場
 

前
集
合
、
 
17 

時
川
崎
役
場
前
解
散
予
定
 

で
す
。
申
し
込
み
は
4

月
 15 

日
ま
で
。
 

L 
人の心の 

豊かさを 

もとめて 

親友はいますか。 

その人に心を開いて 

いますか。 その人は 

生涯の友となれるよ 

うな人ですか。 

『人』 という文字 

は人の姿、一支えあ 

って生きていくー 

を表しています。し、 

ろいろな人間関係の 

中でも特に親友の存 

在は、あなたの人生 

に大きく影響してし、 

くことでしょう。 

野
球
部
（
上
野
）
 

練
習
日
時
ー
月
曜
 

日
を
除
く
毎
日
4

時
半
 

場
所
ー
大
 

浦
河
川
敷
G
 
会
費
ー
回
千
5
百
円
 

対
象
ー
上
野
小
1
年
以
上
（
男
子
）
 

申
し
込
み
ー
随
時
練
習
場
所
で
受
付
け
。
 

野
球
部
（
赤
池
）
 

練
習
日
時
ー
毎
週
 

火
・
木
曜
日
午
後
5

時
 
土
曜
日
午
後
 

2
時
半
 
場
所
ー
町
民
G
 

経
費
ー
入
 

会
金
2
千
円
 
会
費
①
囲
千
5
百
円
④
 

囲
3
千
円
 
対
象
l
市
場
小
3
年
ー
赤
 

池
中
3
年
（
男
子
）
 

入
部
申
し
込
み
 

随
時
練
習
場
所
で
受
付
け
。
 

※
申
し
込
み
の
時
は
必
ず
保
護
者
同
伴
 

で
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

※
詳
細
は
体
協
事
務
局
（
町
民
会
館
）
 

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
（
。
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・
四
一
〇
〇
 

う
意
味
の
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
 

い
つ
の
間
に
か
 
「共」 

が
 
「友」 

に
 

カ
い
ー
ギ
【
ノ
、
！
 

変
っ
て
し
ま
い
、
解
釈
も
「
友
の
死
」
 

と
い
う
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
し
 

ま
い
、
現
在
で
も
友
引
の
日
に
は
、
 

へ
い
 
さ
 

火
葬
場
を
閉
鎖
す
る
所
も
あ
る
と
い
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

せ
ん
 
ぶ
 

⑨
先
負
（
せ
ん
ま
け
、
せ
ん
ぶ
）
 

先
負
日
の
略
。
先
勝
の
逆
で
、
公
事
 

や
急
用
を
忌
み
、
自
分
か
ら
事
を
始
 

め
ず
控
え
目
に
し
、
相
手
が
く
る
の
 

を
待
つ
の
が
よ
い
と
さ
れ
、
朝
か
ら
 

昼
ま
で
は
凶
。
昼
す
ぎ
か
ら
日
暮
ま
 

で
は
吉
。
 

ぶ
つ
 

め
つ
 

＠
仏
 
滅
 

仏
滅
日
の
略
。
古
く
は
 

物
滅
と
書
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
何
 

事
に
も
凶
と
さ
れ
る
日
。
病
気
に
な
 

れ
ば
長
び
く
と
す
る
説
も
あ
り
、
移
 

転
、
開
店
な
ど
を
忌
み
禁
ず
る
。
何
 

事
に
も
手
を
出
さ
な
い
の
を
よ
し
と
 

「
】
？
九
い
？
n
 

す
る
大
悪
日
。
特
に
こ
の
日
は
婚
姻
、
 

結
婚
式
を
さ
け
る
と
い
っ
た
事
が
多
 

く
、
こ
の
日
の
結
婚
式
場
の
申
し
込
 

み
は
通
常
に
く
ら
べ
る
と
非
常
に
少
 

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

だ
い
 

あ
ん
 

＠
大
 

安
（
だ
い
あ
ん
）
大
安
日
の
略
。
 

す
べ
て
の
事
に
吉
で
あ
る
と
さ
れ
、
 

旅
行
、
移
転
、
開
店
、
婚
姻
、
結
婚
 

式
に
吉
日
。
特
に
こ
の
日
の
結
婚
式
 

場
は
、
仏
滅
と
逆
に
大
盛
況
で
あ
る
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
ゃ
つ
く
 

⑥
赤
ロ
（
し
ゃ
っ
こ
う
・
じ
や
つ
こ
う
）
 

赤
口
日
の
略
。
万
事
に
凶
で
大
悪
日
 

と
い
う
が
、
正
午
だ
け
は
吉
と
い
う
。
 

滝
 

昨
年
初
め
て
開
催
し
た
童
謡
 

ま
つ
り
に
つ
づ
い
て
、
文
化
団
 

昆
破
体
協
議
会
の
招
き
で
、
胡
弓
奏
 

〉
鶴
者
超
国
良
「
ふ
れ
あ
い
コ
ノ
サ
 

にー 

ー
ト
」
 
が
開
催
さ
れ
た
。
胡
弓
 

の
ど
こ
と
な
く
さ
み
し
く
、
も
の
悲
し
 

い
調
べ
は
幻
想
的
で
、
会
場
を
魅
了
し
 

た
▲
越
さ
ん
は
、
5
才
か
ら
胡
弓
を
始
 

め
、
中
国
で
民
族
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

マ
ス
タ
ー
な
ど
を
歴
任
し
て
い
た
が
、
 

86 

年
、
奥
さ
ん
の
故
郷
福
岡
市
に
身
を
 

寄
せ
て
い
る
。
中
国
を
あ
と
に
胡
弓
の
 

心
を
全
世
界
に
広
げ
る
た
め
と
、
コ
ン
 

サ
ー
ト
の
前
に
や
さ
し
い
目
で
、
熱
っ
 

ぽ
く
語
り
か
け
て
く
れ
た
▲
目
は
口
ほ
 

ど
に
物
を
言
う
。
魚
で
た
と
え
れ
ば
、
 

目
を
見
て
買
え
、
目
は
そ
の
も
の
を
映
 

し
出
す
と
昔
か
ら
言
う
。
こ
ど
も
を
表
 

現
す
る
時
に
も
、
あ
の
子
の
目
は
澄
ん
 

で
い
る
、
い
い
目
を
し
て
い
る
と
言
う
。
 

大
人
で
も
、
よ
い
仕
事
が
成
功
し
た
時
 

の
目
は
輝
い
て
い
る
。
い
ろ
ん
な
場
面
 

で
目
が
も
の
を
い
う
▲
目
に
ま
つ
わ
る
 

こ
と
ば
は
多
い
。
目
を
通
す
、
目
配
り
 

す
る
、
の
ぞ
き
目
、
サ
イ
の
目
、
目
分
 

量、 

い
い
目
、
痛
い
目
は
リ
ク
ル
ー
ト
、
 

つ
ぶ
ら
な
瞳
や
黒
い
瞳
は
青
春
の
郷
愁
。
 

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
目
立
屋
も
い
る
 

が
、
こ
の
人
達
に
目
尻
を
あ
げ
ず
、
大
 

い
に
ご
活
躍
願
い
、
無
関
心
派
に
ハ
ッ
 

パ
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。
い
ず
れ
に
 

し
て
も
、
ど
こ
ま
で
本
気
か
、
と
言
う
 

こ
と
で
あ
る
。
 

「
岩
の
清
水
は
底
か
ら
 

湧
く
が
様
の
心
も
底
か
ら
か
」
 

。 

応りlcコ手吻プ 
In あかいけ

読書のスタートは 「読み聞かせ」 か 

らーと27日第1回母と子の読書会が 

スタートしました。（写真） 

この会は、 1 日に少しでも子どもに本を読み聞かせる 

事で“本の世界ミにつなぎとめ、楽しさを発見させ、親 

子の最高のスキンシップを計ろうとするものです。 

赤池の地に読書の種をまき、大輪の花を咲かせたいと 

会員 一同がんばっています。 子ども達と一緒にたくさん 

の絵本や物語との出会いをあなたも作ってみませんか。 

くわしくは、教育委員会図書係まで。TEL28-4100 

赤
ロ
と
い
う
字
の
選
競
か
ら
か
揚
で
 

『
 

が
 

怪
我
を
す
る
と
い
わ
れ
、
大
工
な
ど
 

に
は
特
に
嫌
わ
れ
た
ら
し
い
。
 

以
上
六
曜
の
ー
つ
ひ
と
つ
の
い
わ
れ
 

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
な
ん
の
 

根
拠
な
ど
な
い
非
科
学
的
な
も
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
迷
信
や
因
習
に
つ
い
て
 

わ
た
し
た
ち
の
持
っ
て
い
る
考
え
や
生
 

活
の
よ
う
す
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
0
 

以
下
次
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
 

ン
」
 

寺（」 

4
月
 26 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

一

 

解
放
講
座
へ
 

是
非
と
っ
そ
。
 



(8) 

メ
 

天
候
が
不
順
な
と
き
に
は
 
「
め
ま
い
」
 

を
起
こ
す
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
今
回
 

は
メ
ニ
エ
ー
ル
病
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
 

わ
っ
た
名
前
の
病
気
に
つ
い
て
御
紹
介
 

し
ま
し
ょ
・
フ
。
 

【
ど
ん
な
病
気
か
】
 

メ
ニ
エ
ー
ル
と
い
う
の
は
こ
の
病
気
 

を
発
見
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
名
前
 

で
す
。
メ
ニ
エ
ー
ル
病
は
、
文
明
の
進
 

ん
だ
国
ほ
ど
発
症
率
が
高
く
、
日
本
で
 

も
戦
後
に
な
っ
て
患
者
が
増
え
て
き
ま
 

し
た
。
発
病
す
る
年
代
は
四
〇
歳
台
を
 

中
心
に
三
〇
ー
五
〇
歳
台
が
多
く
、
ち
 

ょ
う
ど
仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
年
代
 

で
す
。
男
女
の
患
者
数
は
ほ
ぽ
同
数
で
、
 

性
格
的
に
は
机
帳
面
で
細
か
な
こ
と
に
 

気
が
つ
く
タ
イ
プ
に
多
い
よ
う
で
す
。
 

「
内
耳
」
 
と
い
う
器
官
に
は
身
体
の
バ
 

ラ
ン
ス
を
と
っ
た
り
、
音
を
感
じ
た
り
 

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
内
耳
の
中
 

に
あ
る
内
リ
ン
パ
液
の
量
が
増
え
す
ぎ
 

る
（
内
リ
ン
パ
水
腫
）
と
平
行
感
覚
を
 

健康教室 

赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

エ
ー
ル
病
 

（ 

と
る
神
経
や
音
を
感
じ
る
神
経
を
刺
激
 

し
て
し
ま
う
た
め
、
め
ま
い
や
耳
鳴
り
 

と
い
っ
た
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。
し
か
 

し
こ
の
内
リ
ン
パ
水
腫
が
ど
う
し
て
起
 

こ
る
の
か
と
い
う
根
本
原
因
は
ま
だ
解
 

っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

【症 

状】 

メ
ニ
エ
ー
ル
症
で
め
ま
い
を
起
こ
す
 

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
 

た
め
、
め
ま
い
を
起
こ
す
と
す
ぐ
メ
二
 

エ
ー
ル
病
だ
 

と
思
っ
て
し
 

ま
う
人
が
い
 

る
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
、
必
 

ず
し
も
そ
う
 

で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
メ
ー
ー
 

エ
ー
ル
病
に
 

特
徴
的
な
症
 

状
を
次
に
説
 

明
い
た
し
ま
 

し
ょ
」
フ
。
 

ま
ず
め
ま
い
で
す
が
、
メ
ニ
エ
ー
ル
 

病
の
め
ま
い
は
、
グ
ル
グ
ル
回
る
よ
う
 

に
感
じ
る
回
転
性
の
め
ま
い
で
、
自
分
 

が
回
る
よ
う
に
感
じ
た
り
天
井
や
周
囲
 

が
回
る
よ
う
に
感
じ
た
り
し
ま
す
。
ク
 

ラ
ク
ラ
と
し
た
り
フ
ワ
ッ
と
し
た
り
す
 

る
め
ま
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

明
る
い
選
挙
を
訴
え
（
香
春
町
で
）
 

赤
池
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
 

三
月
九
日
、
赤
池
町
明
る
い
選
挙
推
 

進
協
議
会
（
松
井
一
雄
会
長
）
は
選
挙
 

管
理
委
員
会
（
高
林
一
委
員
長
）
と
合
 

同
に
よ
り
町
議
会
選
挙
を
前
に
し
た
香
 

春
町
で
“
明
る
く
正
し
い
選
挙
（
を
訴
 

え
ま
し
た
。
 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
各
市
町
 

村
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
田
川
地
 

区
は
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
田
川
 

市
郡
が
一
体
と
な
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
 

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
郡
内
で
首
長
、
議
員
等
の
 

選
挙
が
あ
る
場
合
は
、
各
市
町
村
の
協
 

議
会
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
 

へ
応
援
に
か
け
つ
け
、
明
る
い
選
挙
の
 

推
進
と
、
有
権
者
の
政
治
意
識
の
高
揚
 

を
図
る
た
め
街
頭
パ
レ
ー
ド
ゃ
推
進
大
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
木
下
涼
市
（
岩
屋
団
地
）
 

o
山
本
昌
澄
（
南
町
）
総
額
四
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
ー
五
千
円
〇
匿
名
 

の
方
六
人
ー
一
万
五
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
亀
 

谷
松
次
廿
一
ロ
 

四
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
池
田
等
ー
 

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
西
日
本
新
聞
社
論
設
委
 

員
の
馬
場
哲
郎
氏
に
よ
る
 
「
参
議
院
補
 

欠
選
挙
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
 
と
い
う
講
 

演
を
聞
き
大
会
官
喜
『
を
採
択
し
て
、
街
 

頭
で
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
訴
え
ま
 

し
た
。
 

五
口
〇
小
林
ミ
ッ
子
ー
二
口
〇
沢
永
孝
 

美
ー
一
ロ
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
岩
男
キ
ミ
ー
五
千
 

円
〇
藤
村
渚
ー
一
万
円
〇
永
末
サ
ナ
エ
 

ー
五
千
円
〇
福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
あ
い
基
 

金
箱
ー
四
万
一
千
五
十
六
円
 

【
古
切
手
・
ロ
ー
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
】
沢
 

永
ァ
サ
ノ
1
3
1
0
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
木
月
睦
夫
（
赤
池
）
卵
鵬
個
〇
世
良
 

保
（
上
野
）
つ
く
し
3

ぬ
、
卵
 20 

個
 

こ
の
め
ま
い
の
前
後
に
耳
が
つ
ま
っ
 

た
感
じ
が
し
て
ワ
ン
ワ
ン
響
く
よ
う
な
 

耳
鳴
り
が
起
こ
っ
た
り
、
音
が
聞
こ
え
 

に
く
く
な
る
難
聴
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
 

す。 こ
れ
ら
の
症
状
は
発
作
的
に
突
然
起
 

こ
り
、
数
分
か
ら
数
時
間
続
き
ま
す
。
 

そ
し
て
こ
の
発
作
を
何
度
も
繰
り
返
す
 

の
が
特
徴
で
す
。
最
初
の
う
ち
は
め
ま
 

い
が
お
さ
ま
れ
ば
耳
鳴
り
や
難
聴
も
す
 

ぐ
お
さ
ま
り
ま
す
が
、
適
切
な
治
療
を
 

受
け
な
い
と
 

め
ま
い
が
お
 

さ
ま
っ
た
後
 

も
耳
鳴
り
や
 

難
聴
が
続
く
 

よ
・
フ
に
な
り
 

ま
す
。
場
合
 

に
よ
っ
て
は
 

す
っ
か
り
耳
 

が
聞
こ
え
な
 

く
な
っ
て
し
 

ま
・
フ
「
」
と
と
レ
 

あ
り
ま
す
。
 

【
メ
ニ
ェ
ー
ル
病
の
人
の
生
活
の
注
意
】
 

メ
ニ
エ
ー
ル
病
で
は
発
作
を
予
防
す
 

る
の
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
医
師
の
 

治
療
を
受
け
る
と
と
も
に
次
の
こ
と
に
 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

消防功労で長官表彰 4 月福祉センターの行事 

柴田さん 政光さん I 

【仏教講演会】 
13日、午前11時～ 

【心配ごと相談日】 
7日、18日、27日 
午前10時～午後3時 

【母子婦人相談日】 
26日、午前10時～ 

午後3時 
【健康相談日】 
第2火曜日、11日因 
午前10時～午後3時 

【休館日】 
3日、10日、16日 
17日、24日、29日 

【バス運行日】 
毎日運行 

【演 芸】 
入館者へ自由に 
舞台を提供しま 
す 

※ゲートボール場（ナイター可） 

も自由にご利用下さい 

【
陶
器
ま
つ
り
に
よ
る
福
祉
バ
ス
運
行
 

の
お
知
ら
せ
】
 

四
月
十
五
日
田
の
午
後
か
ら
十
六
日
 

卿
ま
で
福
祉
バ
ス
は
上
野
原
田
に
て
折
 

り
返
し
運
転
と
な
り
ま
す
。
 

覚せい剤・シンナー禍絶滅 
―赤池町保護司会ー 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
 

ナ
ー
禍
、
事
犯
は
年
 

々
増
加
し
同
時
に
青
 

少
年
の
非
行
も
覚
せ
 

い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
吸
 

引
に
よ
る
犯
罪
が
多
 

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
に
よ
る
 

慢
性
中
毒
者
の
多
く
 

に
は
、
精
神
分
裂
病
 

に
類
似
し
た
症
状
が
 

現
わ
れ
ま
す
。
 

▼
関
係
妄
想
（
誰
か
 

が
自
分
の
事
を
噂
し
 

て
い
る
）
 

▼
被
害
妄
想
（
誰
か
が
自
分
を
つ
け
狙
 

っ
て
い
る
）
 

▼
注
察
妄
想
（
自
分
が
誰
か
か
ら
監
視
 

さ
れ
て
い
る
）
 

▼
追
跡
妄
想
（
誰
か
か
ら
追
い
か
け
ら
 

れ
て
い
る
）
 

▼
嫉
妬
妄
想
（
妻
因
が
誰
か
と
浮
気
を
 

し
て
い
る
）
 

又
、
自
分
へ
の
悪
口
が
聞
こ
え
る
な
 

昭
和
六
十
三
年
度
消
防
功
労
者
表
彰
 

で
、
赤
池
町
消
防
団
か
ら
、
柴
田
荒
喜
 

本
部
長
（
上
里
）
と
政
光
重
敏
副
本
部
 

長
（
薬
王
寺
）
が
消
防
庁
長
官
表
彰
の
 

永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
地
域
住
民
の
消
防
に
対
す
る
 

正
し
い
知
識
の
向
上
や
、
長
年
の
消
防
 

活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
三
月
十
 

七
日
福
岡
県
庁
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
 

副
知
事
か
ら
表
彰
状
と
記
章
が
伝
達
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
原
田
か
ら
上
野
峡
方
面
は
陶
 

器
祭
り
専
用
バ
ス
が
走
り
ま
す
の
で
、
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 
そ
の
他
の
日
は
平
常
 

通
り
運
行
致
し
ま
す
。
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
 

●
七
日
国
 

町
民
会
館
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
生
後
3

カ
月
ー
 18 

カ
月
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

●
十
七
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11
 

時
 

対
象
者
ー
生
後
4

、
7

、 
10 

カ
月
児
 

圏
三
種
混
合
 

十
八
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
i
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
M

・
M

・
R

（
髭
」
叡
駄
く
鳳
邪
）
 

ど
の
幻
聴
や
精
神
を
蝕
ば
む
こ
と
は
勿
 

論
、
薬
理
作
用
に
よ
る
幻
覚
妄
想
に
起
 

因
す
る
発
作
的
な
通
り
魔
殺
人
や
、
放
 

火
等
の
凶
悪
犯
罪
、
又
は
、
覚
せ
い
剤
 

、
ン
ン
ナ
ー
購
入
資
金
欲
し
さ
に
、
強
盗
 

恐
喝
、
窃
盗
、
密
売
な
ど
の
犯
罪
を
誘
 

発
し
社
会
に
害
悪
を
及
ぽ
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
、
シ
ン
ナ
ー
吸
引
、
覚
せ
い
 

剤
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
の
知
識
と
自
覚
を
 

深
め
、
明
る
い
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
 

作
り
、
青
少
年
非
行
防
止
の
た
め
、
努
 

力
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
タ
バ
コ
を
や
め
る
 

②
人
ご
み
を
避
け
る
 

③
睡
眠
を
た
っ
ぷ
り
と
る
 

④
生
活
を
規
則
正
し
く
す
る
 

保
護
司
…
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
 

・
犯
罪
の
予
防
に
当
り
、
法
務
大
 

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
方
。
民
間
の
 

方
が
無
報
酬
で
奉
仕
。
昭
和
二
十
 

五
年
制
定
の
保
護
司
法
で
規
定
。
 

現
在
、
赤
池
町
で
は
三
人
の
方
が
 

保
護
司
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
役
場
「
旧
公
民
館
前
」
 

己

赤

 池
 
駅
 
前
 
公
 
園
 

ー
 

加
 

西
 
町
 
集
 
会
 
所
 

山
 

20 

活
 
館
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

伏
 
原
 
公
 
民
 
館
 

目
 

高
尾
「
船
津
店
前
」
 

旧
 
猿
 
田
 

公
 
民
 
館
 

り
 
市
 
場
 
集
 
会
 
所
 

水
 

i
 

J
 

I
 

七 

i
 

車
 
場
 
集
 
会
 
所
 

三
 
区
 
集
 
会
 
所
 

四
 
区
 
公
 
民
 
館
 

4 戸 

五 

区 

集 

会 

所 

18 

大
 

作
業
所
前
 

姻
一
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

一
堀
 

出
 
集
 
会
 
所
 

H

一 

場
 

所
 

140】5、15～一~ 

13 

】 
05 

、
 14 

】 
～~
 

1

1

一

05

、1舶】

10 

】 
35 

、
U

一 
～~
 

10 

一 
～~ 

m

一加 

14】15、15～】~ 
1
3

一
35
、
14
1一~ 1

3
1一
0
、
13
3】~ 1

1
】
25
、
11
】5 ~ 

10 
】

 

35 

、
 11
 

】

 

2~
 

m

】
叩
、
m

一加 

14加一、
15
叩 1 3一45、14一15 1

3
1】
0
、
13

4一~ 1
1

2】
0
、
11
5】~ 

10 
】

 

35 

、
 11
 

】

 

15
 

m

一
叩
、
m

一加 

時
 

間
 

春の交通安全運動 
(4月6日～4月15日） 

．子供特に新入学（園）児と高 

齢者の交通事故防止 

●青少年運転者による無謀運転 

の防止 

．シートベルトの正しい着用 

赤池町交通安全推進協議会 

十
九
日
困
 
町
民
病
院
 

13
 

時
 30 

分
i
 14
 

時
 30 

八万 

対
象
者
ー
生
後
 18 

カ
月
ー
 36 

カ
月
 

※
す
で
に
麻
L
ん
接
種
を
受
け
た
幼
児
 

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
 

い。 

六」 

'
'
‘
、
●
甲
」
留
・
●
一
l
h
●
？
・
」
ョ
ら
一
」
！
」
●
●
士
車
」
一
 

」
I
h
！
』
！
」
，
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
 

畜
犬
登
録
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
表
 

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
一
 

日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず
受
け
て
下
さ
 

い
 。

 

▼
料
金
ー
一
頭
に
つ
き
〇
予
防
注
射
料
 

‘
二
千
五
百
二
十
円
〇
畜
犬
登
録
料
‘
 

二
千
百
円
、
合
計
四
千
六
百
二
十
円
。
 



(10) 

育英資金受給希望者を 

募集します 

平成元年度赤池町育英資金を次のとおり 

貸与しますので、希望される方は申し込み 

下さい。 

1 ，受給資格 

④町内に1年以上在住している方 

＠品行方正で在学校長の推薦する力 

2 ，貸与額 

①高等学校またはこれと同程度の学校 

（定時制除く） 

国公立一月額1万円、入学支度金2万5千円 

私立一月額1万5千円、入学支度金3万円 

@）短大‘大学 

国公立＝＝月額2万円、入学支度金5万円 

私 立＝＝月額3万円、入学支度金6万円 

3 ．受付期間 

4 月11日から5 月10日まで 

※詳しくは教育委員会へ（if 28-4100) 

上野焼陶器まつり交通規制図 

■4月15日出 

■4月16日旧） 

無料バス 

12: 00 - 17: 00 

9: 00-17: 00 

助F ぢ‘ 

一方通行内には無料マイクロバスを運行しています。 

マイカーは所定の駐車場に駐車し、窯元めぐりはこの 

無料バスを御利用下さい。 

停車場は旧JRバスのバス停と柴ノ門窯・郷ノ谷窯・ 

光修窯に止まります。 

スピード~当‘J （ティ ッシュペーパーの中を 

~’、 ご覧下さい） 

※天郷窯の景品の引替えは出店の方でお渡しします。 

その他は各窯元でお渡しします。 

案内所= TEL .28-4190 

お
年
寄
り
の
生
活
実
態
調
査
 

早
急
に
や
り
ま
す
 

近
年
の
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
核
家
 

族
化
に
よ
る
老
人
世
帯
や
、
ひ
と
り
暮
 

し
の
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
の
方
が
急
 

増
し
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
 

な
出
来
事
が
起
っ
て
い
ま
す
。
 

先
日
も
赤
池
町
に
お
い
て
ひ
と
り
暮
 

し
の
お
年
寄
り
が
死
亡
し
、
そ
の
こ
と
 

が
長
い
期
間
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
ま
 

ま
で
あ
っ
た
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

赤
池
町
と
し
て
は
こ
の
不
幸
な
こ
と
 

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
教
訓
と
し
て
 

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
進
 

め
、
ご
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
 

老
人
福
祉
対
策
（
福
祉
ベ
ル
、
福
祉
電
 

話
の
設
置
な
ど
）
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

こ
の
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
生
活
実
 

態
調
査
を
早
急
に
実
施
し
ま
す
。
 

調
査
の
内
容
は
家
庭
訪
問
に
よ
る
生
 

活
、
健
康
、
住
居
状
況
な
ど
全
般
に
わ
 

た
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

▲ゲートボールを楽しむお年寄りの方たち 

戦
争
病
者
補
装
具
支
給
 

修
理
の
巡
回
相
款
秋
 

戦
争
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
 

る
方
で
、
公
務
上
の
傷
病
に
よ
り
障
害
 

の
状
態
が
ほ
ぼ
3
款
症
以
上
で
、
補
装
 

具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
方
。
な
お
相
 

談
さ
れ
る
方
は
当
日
に
 
「
戦
争
病
者
手
 

帳」 

と
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

▼
方
城
町
民
体
育
館
（
四
月
二
十
八
日
）
 

。
 22 

1
4
3
0
0
 

▼
田
川
市
武
道
館
（
五
月
十
日
）
 

丑
 44 

1
2
8
5
1
 

時
間
の
午
前
 10 

時
か
ら
午
後
2
時
 30
 

分
ま
で
で
す
。
 

み
ず
か
ら
輝
く
上
野
焼
へ
 

第
十
六
回
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
（
四
月
十
四
、
十
六
日
）
 

『
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
』
第
十
六
回
 

た
と
こ
ろ
が
出
来
る
な
ど
、
装
い
も
新
 

目
の
今
年
は
、
十
四
日
国
か
ら
十
六
日
 

た
に
観
光
客
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

卿
ま
で
の
三
日
間
。
 

今
回
か
ら
二
十
七
の
窯
元
が
“
一
窯
 

昨
年
は
、
赤
池
町
制
五
十
周
年
と
い
 

一
役
）
を
相
言
葉
に
全
窯
元
総
力
で
、
 

う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
「
新
し
い
ま
 

成
功
さ
せ
る
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

ち
づ
く
り
の
年
」
で
し
た
。
 

「
み
ず
か
ら
輝
く
上
野
焼
」
 
へ
と
イ
メ
 

そ
し
て
今
年
は
そ
の
 
「
ま
ち
づ
く
り
」
 

ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
で
す
。
 

の
始
め
の
年
で
あ
り
、
上
野
焼
陶
器
ま
 

地
元
を
は
じ
め
、
町
内
の
み
な
さ
ん
 

つ
り
は
、
そ
の
最
初
の
催
し
で
す
。
 

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
 

今
年
は
上
野
峡
に
駐
車
場
や
新
し
い
 

い
し
ま
す
。
 

道
路
が
で
き
た
り
、
県
道
が
拡
幅
さ
れ
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歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
 
で
有
名
に
 

な
っ
た
俵
万
智
さ
ん
。
彼
女
の
お
母
さ
 

ん
は
、
独
身
の
彼
女
に
日
頃
言
っ
て
い
 

る
そ
う
で
す
。
「
こ
の
人
と
な
ら
苦
労
し
 

な
い
だ
ろ
う
、
と
思
う
人
を
選
ぶ
？
そ
 

れ
と
も
、
こ
の
人
と
な
ら
苦
労
し
よ
う
 

と
思
う
人
を
選
ぶ
？
」
ち
な
み
に
彼
女
 

自
身
は
後
者
を
選
ぶ
そ
う
で
す
が
、
独
 

身
で
こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ
う
と
考
え
て
 

い
る
人
は
、
ど
ち
ら
に
し
ま
す
か
。
 

勿
論
、
 

一
緒
に
苦
労
し
よ
う
か
な
と
 

思
う
人
を
選
ん
で
苦
労
な
ん
か
し
な
い
 

方
が
一
番
良
い
と
は
思
う
ん
で
す
が
、
 

自
分
自
身
の
現
実
と
比
較
し
て
み
る
と
 

も
う
一
度
選
択
で
き
た
ら
な
あ
な
ん
て
。
 


